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社会福祉法人 調布市社会福祉事業団 

 

１ 基本方針 

調布市社会福祉事業団は，社会福祉事業の主たる担い手としてふさわし

い事業を確実，効果的かつ適正に行うため，自主的にその経営基盤の強化

を図るとともに，その提供する福祉サービスの質の向上並びに事業経営の

透明性の確保を図る。 

経営理念・経営方針を全職員が共有し，法人経営の両輪である障害福祉

事業及び子育て支援事業に取り組み，地域福祉の推進に努める。 

 

２ 法人の現状と課題 

新型コロナウイルス感染症は，変異株を生じさせながら，生命や健康ま

た社会や経済にも大きな影響を与えている。昨年度は第６波の感染拡大の

あとも未だに収束の見込みが立たず，先行きが不透明な状況が続いている。 

しかし，令和３年度からワクチン接種が開始され，新たな治療薬も開発

された。ウィズコロナの状況の下，引き続き感染拡大の防止対策に最善の

注意を払い法人全体で利用者の生命と健康を守る取り組みを続けなければ

ならない。 

調布市においても，市税の減収のなかで予算編成は困難を極めたが，福

祉関係予算は一般会計予算の５３％に達する額が充てられ，高齢化社会対

策と子育て支援の緊急課題に向けた対策が引き続き推進されている。 

児童虐待防止に関しては，昨年度から調布市が直接対応することとなり，

事業団と市が連携しながら虐待予防に取り組んでいかなければならない。 

当法人では，障害福祉と子育て支援を事業の両輪として位置づけ，長年

培った信頼と技術を活かして地域にとって必要とされる法人となるため，

これまでの課題の整理を行い，調布市と協力しながら，第３期及び第４期

中長期計画に基づき今後の事業の推進に取り組む。 

 

３ 重点項目 

(1) 新型コロナウイルス感染症の予防対策に取り組む。 
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(2) 福祉人材の確保に取り組む。 

(3) 第３期・第４期中長期計画の推進。 

(4) 国領児童館学童クラブを先行受託し，翌年の国領児童館の受託に向け

た準備に取り組む。 

(5）障害者地域生活サポートセンターすくらむの運営体制の強化を図る組

織改編を行い，（仮称）小島町ふれんずの開設に取り組む。 

(6)（仮称）第２まなびやの設置準備に取り組む。 

(7)（仮称）第２そよかぜの開設と短期入所の増設を検討する。 

(8) 地震・水害等による大規模災害及びあらゆる事態を想定した防災対策

の検討と備えの強化に取り組む。 

(9) 職員一人ひとりが虐待防止に努め，利用者サービスの向上が図れるよ

う各施設での実施体制の推進。 

(10) 地域における公益的な取り組みを進める。 


